
●赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール
　学校推薦作品38点の展示予定

第72回 赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール

たくさんのご応募ありがとうございました。大口町共同募金委員会の第一次審査により、町内小中学校の推薦
作品38点の中から、書道3点・ポスター3点を入選作品として、愛知県共同募金会へ推薦しました。
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  9月29日㈫～
10月 9 日㈮

日程 場所

展示日程および場所について、予告なく変更となる
場合がございますので、予めご了承ください。

健康文化センター１階
町民ギャラリー

10月13日㈫～
10月26日㈪

MEGAドン・キホーテ
UNY大口店 2階

大口町
共同募金委員会

優秀作品

応募総数 613点
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この広報誌は大口町社会福祉協議会の会費を活用してつくられています。
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今
、日
本
で
は
、社
会
の
変
化
に

伴
い
、貧
困
、就
労
の
不
安
定
さ
、

ご
み
屋
敷・近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、Ｄ
Ｖ
、

介
護・養
育
困
難
、８
０
５
０
問
題

（
80
代
の
親
が
５０
代
の
子
ど
も
の
生

活
を
支
え
る
と
い
う
問
題
）な
ど
、

個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
生
き
づ
ら

さ
や
リ
ス
ク
が
複
雑
化・多
様
化
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
の
困
り
ご
と

＝
生
活
課
題
を
抱
え
る
人
の
中
に

は
、病
気
や
障
が
い（
疑
い
を
含

む
）、認
知
機
能
の
低
下
、保
護
者

の
不
在
な
ど
複
数
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
多
く
、生
活
課
題
を

ひ
と
り
で
解
決
で
き
ず
、社
会
か
ら

孤
立
し
、人
知
れ
ず
困
っ
て
い
る
人

た
ち
が
存
在
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、障
が
い
を
も
つ
兄
弟

が
両
親
を
亡
く
し
た
ケ
ー
ス
。家

計
を
管
理
す
る
人
が
い
な
い
た
め
、

障
害
年
金
を
す
ぐ
に
使
い
切
っ
て

し
ま
っ
て
食
べ
て
い
け
な
く
な
る
。

家
に
は
、エ
ア
コ
ン
も
冷
蔵
庫
も
洗

濯
機
も
な
く
、ご
み
屋
敷
で
お
風

呂
は
壊
れ
、何
カ
月
も
着
替
え
が
で

き
て
い
な
い
。適
切
に
病
院
に
行
け

ず
、身
だ
し
な
み
を
整
え
働
き
に
行

く
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
人
も
、

地
域
社
会
の
一
員
。ひ
と
り
ぼ
っ
ち

に
せ
ず
、人
が
人
と
つ
な
が
り
、人

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
社
協
は
支

援
し
て
い
ま
す
。

特集　新型コロナショック
立ち止まれない福祉の現場②

社
協
の
伴
走
型
支
援

多
様
な
生
活
課
題
を
解
決
、つ
な
が
り
続
け
る
支
援

権利擁護とは？
知的障がい、精神障がい、認知機能の
低下などのために、自分で判断する能
力が不十分だったり、意志や権利を主
張することが難しい人たちのために、
代理人が権利の主張や自己決定をサ
ポートしたり、代弁して権利を擁護し
たり表明したりする活動のこと。

けん   り    よう   ご

困っている人を決してひとりぼっちにしない。
地域のみなさんと社協、さまざまな人の見守
りと伴走型支援で支える。

【表1】社協の伴走型支援の延べ相談支援件数推移
2010（平成22）年
2011（平成23）年
2012（平成24）年
2013（平成25）年
2014（平成26）年
2015（平成27）年
2016（平成28）年
2017（平成29）年
2018（平成30）年
2019（令和 元）年

0 500 1000 1500 2000 2500

160
202
167
  254
  239
141      436
68　　　  672
 220　　　　　730
　　　　755　　　　　　　　　　   　  1317
　　　　　　1031　　　　　　　　　　　　　　   1487

■総合福祉相談事業
■福祉サービス利用援助事業
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総合福祉相談事業（大口町社協の単独事業）
■対象者
　大口町在住の病気や障がいなど（疑いを含む）のある方で、日常生
活の維持が困難な世帯であり、他の公的制度に該当しない方
■利用方法　利用者と大口町社協の二者契約
■利 用 料　緊急一時的な利用のため無料
　　　　　　（他の公的制度に該当する場合は、制度移行します）

■相談・問合せ先　大口町社会福祉協議会
大口町伝右一丁目35番地　健康文化センターほほえみプラザ2階

電話：0587-94-0060  FAX：0587-94-0059

福祉サービス利用援助事業（愛知県社協より受託）
■対象者
　大口町在住の認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など
の方で、自分ひとりで契約等の判断することが不安な方や、お
金の出し入れ・書類の管理などをするのに不安のある方
（※愛知県社協の契約締結審査会の承認が必要です）
■利用方法　利用者、愛知県社協、大口町社協の三者契約
■利 用 料　・福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理サービス
　　　　　　　1回1,200円（生活保護受給者は無料）
　　　　　　・書類等預かりサービス　年間3,000円（月額250円）

ご家族や福祉関係者からのご相談もお受けします。
詳しくは、お気軽にお問合せください。

こんなお手伝いをしています
■ヘルパーなどさまざまな福祉
サービス利用の手続き
■年金や福祉手当の受領に必要
な手続き
■税金や社会保険料、電気、ガス、
水道などの公共料金、家賃、
医療費などの支払いの手続き
■家計相談、買い物の相談、金
銭管理（預貯金の出し入れを
含む）
■日常生活に必要な役場等で行
う事務手続き、消費契約の手
続き
■働ける方の場合は就労支援
■生活環境の整備のお手伝い
■病院受診のお手伝い
■預金通帳、証書、実印等の大
切な書類のお預かり
■相談者の社会参加、地域の見
守りや社会資源の活用のため
のお手伝い

など、利用者のニーズに沿って、
生活全般の相談支援を行います。

　

社
協
は
、３０
年
以
上
前
か
ら
、

困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、食
料
支
援

や
お
金
の
貸
付
、お
金
の
支
払
い
を

含
め
た
生
活
上
の
手
続
き
の
お
手

伝
い
を
始
め
、平
成
２２
年
に
は
、権

利
擁
護
と
生
活
支
援
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
柔
軟
な
支
援
が
可
能
な「
総
合

福
祉
相
談
事
業
」と
し
て
事
業
化
。

　

平
成
２７
年
に
は
、社
協
が
公
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
全
国
展
開
す
る

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
」

を
受
託
し
、２
つ
の
事
業
の
延
べ
相

談
支
援
件
数
は
、年
間
２
千
５
百

件
を
超
え
て
い
ま
す【
表
１
】。

　

こ
れ
ま
で
に
、大
口
町
で
３０
人

以
上
の
人
と
契
約
を
結
び
、さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、中
に
は
１０
年
以
上
か
け
て
、そ

の
人
を
見
守
り
支
え
る
伴
走
型
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
支
援
は
、人
が
人
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、何

ら
か
の
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
終
わ
り
、で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
が
軌
道
に
乗
っ
た
後
も
、

長
い
年
月
を
か
け
て
信
頼
関
係
を

築
き
、社
協
自
身
が
つ
な
が
り
続

け
、伴
走
者
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
者
ご
本
人
の
希
望
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
、食
べ
る
こ
と
、お

金
の
こ
と
、医
療
の
こ
と
、ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
こ
と
、働
く
こ
と
、地
域
の

人
と
関
わ
り
社
会
に
参
加
す
る
こ

と
、さ
ま
ざ
ま
な
人
の
力
を
借
り
な

が
ら
、そ
の
人
が
自
分
の
力
で
生
き

て
い
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

と
き
に
は
、支
援
自
体
を
拒
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
で

も
、そ
の
人
の
可
能
性
を
信
じ
、あ

き
ら
め
な
い
。決
し
て
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
し
な
い
。地
域
の
み
な
さ
ん
の

気
づ
き
や
見
守
り
を
含
め
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の
が
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
基
礎
と
信

じ
、私
た
ち
は
今
日
も
そ
の
人
の

隣
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
、人
と
社
会
が
つ
な
が

り
、一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や

役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る「
地

域
共
生
社
会
」。困
っ
て
い
る
人
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
、見
守
り
と

助
け
合
い
の
あ
る
地
域
社
会
へ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、社
協
の

権
利
擁
護
サ
ー
ビ
ス
は
、人
の
暮
ら

し
と
と
も
に
日
々
動
い
て
い
ま
す
。
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ひとりで悩まないで。

困ったらご相談くださ
い！



検索

１０月１日から赤い羽根共同募金が始まります
募金のつかいみち（一部） 　毎年、共同募金運動に多くの町民の皆様のご理解と

ご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。
　今年度も区長さんを通じて各家庭に寄付をお願いす
る「戸別募金」、企業や法人に寄付をお願いする「職域
募金」「法人募金」、町内小中学校での「学校募金」など
により募金活動を実施いたします。
　皆様から寄せられた募金の約88％は、大口町の福祉
とまちづくりに役立てられており、残りの約12％は愛
知県内の広域的な活動や各地の災害支援に活用され
ています。
　新型コロナウイルスの感染拡大が依然続く中でのお
願いとなり大変恐縮ですが、今年度も皆様のご理解と
ご協力をお願い申し上げます。

大口町共同募金委員会 会長 村田貞俊

　赤い羽根協力店とは、町民の皆様に外出先などで気
軽にご寄付していただけるよう、スーパーなどのお店
に募金箱設置のご協力をいただくものです。
●㈱義津屋　ヨシヅヤ大口店 様
●㈱ドン・キホーテ　MEGAドン・キホーテUNY大口店 様
●㈱バローホールディングス　バロー大口店 様

　大口社協では、戸別募金の前年
度実績の約10%を各行政区へ配分
し、地域行事等の財源としてご活用
いただく「行政区２次配分事業」を令
和元年度より実施しています。
　皆様からいただいた赤い羽根共
同募金が、身近なところにも活用さ
れていることを少しでも多くの方に
知っていただくため、各区で行事を
実施する際には、本会で作製したの
ぼり旗（写真）の掲示もあわせてお
願いしています。

大口町共同募金委員会 令和元年度事業報告
●共同募金運動を実施
　（令和元年１０月１日～令和２年３月３１日）
●共同募金配分金事業の推進と充実
●募金機能付自動販売機を健康文化センター１階、
　軽費老人ホーム一期一会荘様1階に設置
●災害復興義援金の募集・送金を実施
　（送金額合計　９７８，９３５円）
●赤い羽根共同募金バトンリレーを株式会社東海理化
　様で実施（１１月１７日）

共同募金は各世帯をはじめ、法人・事業所・団体・学
校等、多くの皆様にご協力いただいています。

行政区２次配分事業のご紹介

齢者の方のために高

どもたちのために子

域で活用していただくために地

害時に備えるために災

がいのある方のために障

お問い合わせは
大口町伝右一丁目35番地（健康文化センター2階） 　TEL 94-0060　FAX 94-0059
大口町共同募金委員会（大口町社会福祉協議会内）

米寿のお祝い品贈呈 障がい者スポーツ大会

赤ちゃん絵本・
スプーンプレゼント

災害ボランティア
コーディネーター養成講座

令和２年度 共同募金目標額

3,650,000円
令和元年度実績額　3,595,307円

赤い羽根協力店のご紹介
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ひとり親家庭
ふれあいギフト事業　 　　　      大口町にお住まいのひとり親家庭世帯へ
お食事券（ジェフグルメカード）を配布しました

　大口社協では、毎年8月にひとり親家庭を対象に『夏休み日帰り
旅行』を計画していますが、今年度は新型コロナウイルス感染症の
影響を鑑み、やむなく中止しました。
　そこで、今年度に限り大口町にお住まいのひとり親家庭に対し、
親子ふれあいの機会の一助となればと思い、全国の飲食店等でご
利用いただける食事券を贈らせていただきました。
　同封したチラシには、大口社協が実施しているひとり親家庭世帯
向けの事業や、町内の福祉団体である母子寡婦福祉会の紹介をし
ています。

　大口町障がい者スポーツ大会は、年1回、大口社
協が主催し、障がいをお持ちの方とそのご家族がス
ポーツをとおして仲間や地域住民、民生委員、ボラン
ティア等と交流し、社会参加の機会を提供することを
目的に、昭和60年よりはじまりました。
　その後も多くの皆様にご参加いただきながら、今
年で35年を迎えることができました。
　残念ながら、今年度は新型コロナウイルス感染症
の影響で中止となりましたが、大会開催に代わり、
『大口町障がい者スポーツ大会』の35年の歴史を振
り返るパネル展示を予定しています。

　運転免許証の自主返納など、様々な事情によって移動手段にお困りの高齢者の方を
支援するため、社協では新たに外出支援事業に取り組みます。
　詳細は次号（社協だより1月号）でお知らせします。 

お食事券（ジェフグルメカード）2千円分

参加された方、ご協力いただいた方…
すべての皆様に感謝の気持ちをこめて

大口町障がい者スポーツ大会 
３５年の歴史を振り返るパネル展

今 昔 物 語

展示日程および場所について、予告なく変更となる場合
がございますので、予めご了承ください。

展示日程 場　所

令和2年
10月9日（金）～
10月23日（金）

大口町健康文化センター
1階 町民ギャラリー

■問合せ先
　社会福祉協議会　TEL 94-0060
　　　　　　　　　FAX 94-0059

社協、外出支援はじめます！予告

社協トピックス oguchi shakyo topics
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収入

令和元年度
社協決算報告

福祉関係団体の育成・助成
●大口町身体障害者福祉協会、心身障害
児（者）親の会、更生保護女性会、母子寡婦
福祉会、保護司会、遺族会、尾北地区聴覚
障害者福祉協会、大口しらゆり会への助成

防災・災害事業
●大口町防災啓発事業を受託し、
・災害ボランティアコーディネーター養成講
座を開催（再掲）
●地域の防災訓練の参加・協力、災害用ト
イレや災害ボランティアセンターの啓発
・下小口区 防災啓発講座（５月２６日）
・中小口区 防災啓発講座（６月２７日）
・北地域自治組織 避難・防災訓練
（１０月１９日）
・大屋敷区 防災対策講話（１１月２４日）
●令和元年台風１９号被災地支援ボランテ
ィアバスを運行し、長野市長沼地区穂保に
て被災地支援活動を実施
（１１月１８日　参加者数 ２９名）

生活支援体制整備事業
●第２層協議体（北地域）生活支援コーディ
ネーターの受託
活動件数 １5８件（合計）
●ふれあいサロン立ち上げ支援
上小口区　12件　余野区　9件
●サロン担い手支援　12件
●地域ふれあい会食会の支援　15件
●地域包括ケアシステムの啓発
社協だよりでの周知・ＰＲ「地域包括ケアシ
ステムってこういうこと」シリーズ⑤～⑦
（第１０６号～第１１０号 全４件）
●住民参加型の生活支援サービスおたす
け隊
利用会員　３９名　協力会員　２０名
・年間活動件数（実施サービス）延８６件
・おたすけ隊コーディネーターの活動件数
 初回アセスメント　　  18件
 協力会員の同行支援　17件
・行政・他機関等との連携　8件
●第2層協議体生活支援コーディネーター
として出席した会議等　32件
●その他研修会等への出席　3件
●くらしのおたすけ講座 かんたん料理教
室を開催、活動件数　12件
・春編   ５月２４日　参加者数 １１名
・夏編  ８月２９日　参加者数 １４名
・秋編 １１月２９日　参加者数 １２名
・冬編   ２月２１日　参加者数 １２名

貸付事業
●生活福祉資金貸付制度の窓口業務
（相談件数２４件）
貸付状況　２０件
●県くらし資金貸付の窓口業務
貸付状況　７件
●町くらし資金貸付
貸付状況　３１件
●緊急一時支援
生活困窮者への緊急食糧支援として、フー
ドバンクや企業からの寄贈食品により対応
支援件数　２１件

相談事業
●心配ごと相談所の開設
県女性相談員による女性相談、県母子父
子自立支援員による自立支援相談、弁護
士による弁護士相談を実施
（相談者数  延３５件）
●総合福祉相談の窓口常設
（契約者数9名、利用状況 延１，０２７件）

貸出事業
●わたがし機、ポップコーン機、松葉杖、福
祉車両、車いす等の貸出サービス（総貸出
件数 １５６件）

福祉関連事業
●大口町表彰式を開催
社協会長表彰　８名
家庭介護５年以上　３名
●愛知県社会福祉大会
県社協会長表彰　１名
県共募会長感謝　３名１２団体

在宅福祉サービス3事業所の経営
●大口社協居宅介護支援事業所
介護、介護予防、介護予防・日常生活支
援総合
利用者数（実人数）83名
●大口社協訪問介護事業所
介護、介護予防・日常生活支援総合、障害
者総合支援、社協独自
利用者数（実人数）60名
●大口社協デイサービスセンター
介護、介護予防・日常生活支援総合、社
協独自
利用者数（実人数）60名

日常生活自立支援事業
●福祉サービス利用に関する相談、日常的
な金銭管理サービス、書類や通帳等の預
かりサービス
（契約者数7名、利用状況 延1,483件）

●ひとり親家庭日帰り旅行の実施
（８月３日　参加者数 １７家族４４名）                            
●母子寡婦福祉会の活動支援
●小学校、中学校、高等学校等入学のひと
り親家庭を対象にお祝い金を贈呈（２４件）

項　目　　　　金額（単位:円）

法人運営事業
企画・広報事業
地域福祉推進事業
資金貸付事業
心配ごと・総合福祉相談・
福祉サービス利用援助事業
共同募金配分金事業
ボランティアセンター
活動事業
居宅介護等事業
老人デイサービス事業
居宅介護支援事業
生活支援体制整備事業
サービス区分間繰入金支出
当期末繰越金
支出合計

50,718,731
982,769
835,986
398,002

689,859

4,295,860

532,241

21,947,402
33,676,648
15,882,204
1,109,904
9,500,000
26,468,058
167,037,664

3,116,500
512,800

33,382,000
2,264,531
684,673
3,650,403
60,266,953
14,803,508
9,500,000
1,174,630
7,180,850
30,500,816
167,037,664

会費収入
寄付金収入
補助金
助成金・受託金
貸付事業等収入
共同募金配分金
介護保険事業等収入
支援費等利用料収入
サービス区分間繰入金収入 
退職手当積立基金預け金
積立資産取崩収入
繰越金（前期）
収入合計

項　目　　　　金額（単位:円）

会費収入
1.9% 寄付金収入

0.3%

補助金
20.0%

支援費等
利用料収入
8.9%

サービス区分間
繰入金収入
5.7%

繰越金
（前期）
18.2%

助成金・受託金
1.3%

貸付
事業等収入
0.4%

共同募金
配分金
2.2%

介護保険事業等収入
36.1%

支出

法人運営事業
30.4%

企画・広報
事業 0.6%

地域福祉推進
事業 0.5%
資金貸付事業
0.2%

心配ごと・総合福祉相談・
福祉サービス

利用援助事業 0.4%
共同募金
配分金事業
2.6%

ボランティア
センター活動事業

0.3%

居宅介護等
事業
13.1%

老人デイサービス
事業
20.2%

生活支援体制
整備事業
0.7%

サービス区分間
繰入金支出
5.7% 当期末繰越金

15.8%

居宅介護
支援事業
9.5%

退職手当
積立基金預け金

0.7%

積立資産
取崩収入
4.3%
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令和元年度
社協事業報告
　去る令和２年６月１日（月）に社会福祉協
議会理事会を開催したほか、新型コロナウ
イルス感染症予防のため、評議員会は書
面決議での実施となり、令和元年度の事業
報告と決算報告が承認されました。
　なお、令和元年度の事業報告、財産目録、
資金収支計算書、貸借対照表は、本会公式
ホームページで公開しております。窓口で
閲覧希望の方は、本会までお申出下さい。

理事会・評議員会の開催
●理事会
第１回　令和元年５月３０日開催
第２回               ６月１８日開催
第３回             １０月２４日開催
第４回   令和２年３月１６日開催
●評議員会
第１回　令和元年６月１８日開催
第２回　令和２年３月２７日開催（書面）

障がい児者福祉
●第３５回大口町障がい者スポーツ大会
の実施
（６月８日　参加者数　２６０名）
●身体障がい者日帰り旅行の実施
（１０月２１日　参加者数 １７名）
●おもちゃ図書館さくらの活動支援
●「フリースペースれんげそう」の運営支援

母子父子福祉
●ひとり親家庭日帰り旅行の実施
（８月３日　参加者数 １７家族４４名）                            
●母子寡婦福祉会の活動支援
●小学校、中学校、高等学校等入学のひと
り親家庭を対象にお祝い金を贈呈（２４件）

ふれあいサロン
●サロン設立初年度の備品助成
●サロン開催実績回数（上限４８回）に対
し助成
●サロンに対する行事保険の加入
●サロン活動で必要な備品の貸出
●サロンのＰＲや広報等ちらしを作成
●社協の支援する地域サロン、テーマ型サ
ロンの運営関係者が集い、情報交換を行う
「ふれあいサロン連絡会」を実施
（１月３０日　参加者数 １７名）
●出前形式のサロンを開催し、地域サロン
の立ち上げを考える機会を提供
（上小口区ふれあいサロン散歩道）

社協会員募集
●一般・賛助会員  　              ４，７８７件
●法人会員        　                  １０４件
●会費合計金額             ３，１１６，５００円

児童福祉
●町内小中学校と協働で、福祉教室（福祉
実践教室・総合学習）を実施し、福祉教育を
推進
（参加児童・生徒数  延１，１６０名）
●子育て支援サークルの活動支援
●おもちゃ病院「おおぐち」の支援
●青少年等ボランティア福祉体験学習事
業の実施協力
（大口中学校JVC参加生徒数  ５０名）
●民生委員児童委員が行うドアノッキング
事業の実施協力し、赤ちゃん訪問時にお祝
い品をプレゼント
（５ヶ月訪問  ２３２名 、1歳訪問  ２３４名）
●福祉施設見学ツアーを開催
（参加者数  １５名）

広報・啓発活動
●「おおぐち社協だより」を４月、７月、１０月、
１月、２月（特別号）の計５回発行
●ホームページを更新し、見やすい社協を
こころがけ、事業を公表、事業の利用及び
参加・協力の働きかけを実施
●大口町ふれあいまつりにおいて「ふくし
わくわくランド」を開催
（スタンプラリー体験者　５１２名）

高齢者福祉
●８５歳以上の単身高齢者・高齢者世帯に
対し、大口町水彩画クラブ、民生委員の協
力により、おせち料理配布事業を実施
令和元年１２月３０日
（配布数  ６４世帯）
●満８８歳の米寿の方に対し、敬老のお祝
い品と絵手紙、メッセージカードを贈呈 
（配布数  ７７名）
●介護者向け情報『介護豆知識』を社協
だよりに掲載
●認知症の人やその家族の支援として、認
知症カフェ「オレンジカフェ・大口」の運営を
支援（参加者数 延３０５名）
●介護者同士で交流・リフレッシュできる
機会として介護者のつどいを開催
令和元年１１月１４日（参加者数 １２名）
●孤立しやすい高齢者等を含め、地域住
民の交流の場を広げる地域ふれあい会食
会の開催を支援
（実施サロン ７か所　件数 １５件）

ボランティアセンター
●夏休みボランティア出前講座の実施
（参加人数  合計１６３名）

●ボランティア養成講座の実施
①災害ボランティアコーディネーター養成
講座（全５回 参加者数 延７４名）

場所 　 月日           内容

南児童
センター

北児童
センター

西児童
センター

災害救援
ボランティア

手話サークル
コスモス

レクリエーション
ボランティアここね

８月２１日

８月２２日

８月２６日

●ボランティア研修会の実施
ボランティアセンター運営委員会、ボラン
ティア連絡協議会合同研修会を開催
令和元年７月１２日（参加者数  ３３名）
●ボランティア保険加入及び事故時等の
事務
ボランティア活動保険加入者数
団体　４５団体 （６９７名）  個人 ２３名  
総加入者数  ７２０名
（男性３３０名　女性３９０名）
事故件数  ２件
●ボランティア派遣を調整
相談１４件、派遣７件
うち、学校からの依頼によるボランティア
派遣　１件（尾北看護専門の講義に高齢者
疑似体験うさぎとかめを講師として派遣）
●西尾張ブロックボランティアフェスティ
バルを開催（全体参加者数　８００名）
●ボランティアセンター運営委員会を開催
令和元年６月２７日

サロン名              参加延人数
外坪区ほっこり

大屋敷新田地区
いっぷく茶屋

萩島地区茶々会
サロンさつき

元気会
大屋敷にこにこ

河北陽だまり
替地ふれあいサロン
豊田どんぐりころころ

上小口区散歩道
（令和元年度新規）

フリースペース
れんげそう

忘れな草の会
傾聴サロン笑桜会

子育てサロン
まむ＊まむ

オレンジカフェ・大口
青空あかりサロン

合計

９９２名

３７７名

１３６名

２，８００名

２５７名

１７６名
５４９名

８１名
５６１名

１８７名

３０８名

２８５名

１５６名

８７９名

３０３名

１４８名
８，１９５名
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【編集】大口町NPO登録団体
　　　「まみーぽけっと」　　
【ＨＰ】http://www.geocities.jp/
　　 mammypocket2003/

大口子育て情報

なかなか新型コロナがおさまりませんね。家で過ごす時間が増えてます。こんな時は、家の片づけをしたり、
子どもとお菓子を作ったりしてみては？
愛着があるけど壊れているおもちゃが出てきたら、一度、おもちゃ病院へ連れて行ってみてください。

☆場　　所　健康文化センター２階 まかせてルーム
　　　　　　（※新型コロナウイルス感染予防のため、会場変更）
☆日　　時　第２土曜日　１０：００～１２：００
☆連 絡 先　大口町社会福祉協議会　☎０５８７-９４-００６０
☆活動内容　２００７年から活動をしています。「ものを大切にする心」「思いやりの心」を子どもたちに伝えた
　　　　　　いという思いで、動くおもちゃや音の出るおもちゃなどを治療します。

おもちゃ病院おおぐち 令和２年８月末現在、健康文化センター
では一部利用を制限しているため、
町外の方はご利用いただけません。
詳しくは社会福祉協議会までお問合せ
ください。

無糖ヨーグルト　４００グラム　(もしくはギリシャヨーグルト２００グラム)
蜂蜜　大さじ２　(砂糖にする場合は大さじ３～４)
お好みのフルーツとナッツ　適量

①ザルにキッチンペーパーを敷いてヨーグルトを入れ２時間ほど冷蔵庫で水気を切ります。
　(ギリシャヨーグルトの場合はこの工程は不要です)
②水切りヨーグルトと蜂蜜をよく混ぜス
テンレスのバットにラップかクッキン
グシートを敷いて、その上にヨーグル
トを広げます。
③お好みのフルーツとナッツをトッピン
グして冷凍庫で凍らせたら出来上が
り！割って食べてください。

材　料

作り方

☆☆ヨーグルトバーク☆☆
まだまだ暑い日が続きますね。簡単でヘルシーなお菓子を紹介します

ナッツは無くても大丈夫です。
シリアルやドライフルーツをのせても。
冷凍のフルーツを使う場合は軽く解凍
してからカットしてのせるか、冷凍され
たままの状態でのせてください。
完全解凍させると果汁が出てしまい
ます。
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ローリングストック

備える

食べる買い足す

「高齢者のための
   防災の備え②」

介護豆知識◯54　

　前回は「一般的な備え＋高齢者の備え」としてご紹介しましたが、
重い防災リュックで逃げるより、自宅備蓄の重視もお勧めです!!
　水のペットボトルが何本も入った、リュックを背負っては大変
　自宅に居ることが安全な場合は、自宅に留まる在宅避難を選択
することもあります。
　避難先でも、自宅でも生活に困らない備蓄品を備えましょう。

【お問い合わせ先】　大口町社会福祉協議会（0587-94-0060）

一般的な防災準備品は、かなりの大きな荷物になります。重さも増して持ち出し困難!!

身体状態に合わせて、この3種類に分別してみてはいかがでしょうか？

①日常的に携帯するバッグ等に　　　　
　入れておくもの

③普段使用するものを少し余分に用意して
　自宅に備える

②災害時に持ち出す防災リュックに
　いれておくもの
　（避難所では手に入りにくい物）

貴重品等
家族の連絡先
（取り扱い注意）

個人使用の物
等

※常温で長期保存ができる物を普段から多めに買い置き
　をして通常の食事にも利用するようにします。
　古い食品を消費したら、新しく買い足します。

※自宅外へ避難しなければならな
　くなったら、持ち運びに便利な
　キャリーカート式リュックも
　お勧めです。

飲料水

食料品

地域とのつながり
在宅避難でも避難所への避難でも近所同士の
助け合いが欠かせません。日頃から、近所の方
との交流を図っておくことも大切です。
また、大口町では、地震などの災害対策として、
高齢者や障がい者など自分で避難することが難
しいと思われる方（避難行動要支援者）を守るた
め、隣近所や地域で支え合う「大口町避難行動
要支援者登録制度」があります。
お問い合わせ先　大口町福祉こども課
TEL94-1222 ／ FAX94-0052

避難する為には、お住まいの地域の危険
な箇所・浸水箇所の把握や避難経路の確
認をしましょう。

ローリングストック法
（ローテーション備蓄）

転がせる場面ではキャ
リーカートとして使え、必
要時にはリュックにもなり
ます。
一度担いでみて重さを
確認してみましょう。
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大口町防災啓発業務を社協が受託
災害ボランティアセンター設置運営訓練を行います

善意だより

　社会福祉に役立ててほしいと、大口町社会福祉
協議会にあたたかい寄付・寄贈が寄せられました。
厚くお礼申し上げますとともにご報告します。 
順不同（6月10日～9月1日 取扱い分）

秋田さわやかクラブ 様
大口町商工会女性部 様
大森 明 様
宮田 和美 様
オレンジカフェ・大口スタッフ 様

トヨタ紡織株式会社 様
匿名

10,000円
20,455円

介助式車いす1台
エプロン57枚

手作りマスク70枚
手作りお手玉70セット
フェイスシールド56個

丸型折り紙、本、色ひも等 オレンジカフェスタッフ 様
手作りマスク、手作りお手玉

トヨタ紡織株式会社 様
フェイスシールド

大口町商工会女性部 様
疫病除け「アマビエ」手作りグッズ収益金を寄付

　大口町ボランティア連絡協議会は、9月11日（金）に定例会を開催。
　新型コロナウイルス感染症により、多くの団体が活動休止を余儀なくされる中、
今だからこそできるボランティアがないか、考える機会となりました。
　具体的な案が出たのは、マスクを手作りするボランティア活動。
　「マスクを通じて、人と人との心をつなげることができれば…」そんな想いを込め
て。ボランティアの新しい形として、全国各地で多様な活動が広まっています。
　ボランティアの皆様が作られたマスクは、必要としている方にお渡しするほか、町
内の感染拡大防止に役立たせていただきます。

　社協は年１回、災害時に備え、行政やボランティア団体等の協力
により、災害ボランティアの活動拠点となるセンターの設置運営訓
練を実施しています。
　今年度は、コロナ禍において大規模災害が発生した場合、さま
ざまな感染症対策を踏まえた災害ボランティアの活動が求められ
ることに留意し、屋外会場で実施します。

■日　　時　令和２年10月10日（土）9：30～正午（予定）
■場　　所　健康文化センター屋根付き駐車場及び１階多目的室
■対　　象　災害ボランティアコーディネーター、
　　　　　　災害ボランティア活動経験者、
　　　　　　町内防災・災害関連ボランティア団体 等
■問合せ先　社会福祉協議会　94-0060

今だからこそ、できること。ボランティアの新しいカタチ

写真は長野市北部災害ボランティアセンター
りんごサテライト

社協からのお知らせ information
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令和２年度 １０月～３月
心配ごと相談所開設日程

※弁護士相談は完全予約制です
相談時間はおおむね30分間ですので、あら
かじめ相談内容をまとめてきてください。

社協相談室
飛沫感染対策を
しています

専門の相談員が対応し、秘密は厳守されますの
で、安心してご相談ください。
ご家族や福祉関係者からの相談も可能です。
■予約受付
　社会福祉協議会　TEL 94-0060
　　　　　　　　　FAX 94-0059

１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

7日（水）
4日（水）
2日（水）
6日（水）
3日（水）
3日（水）

21日（水）
18日（水）
16日（水）
20日（水）
17日（水）
17日（水）

28日（水）
25日（水）
23日（水）
27日（水）
24日（水）
24日（水）

内
容
母子自立支援相談
女性相談

10:00～15:30
女性相談

10:00～15:30
高齢者・障がい者
の弁護士相談
13:30～16:30

女性相談
原則 第１・３水曜日

家庭、離婚、人間関係、介護、子育て、
ＤＶ等に関する女性が抱える心配ごと
の相談を受けています。女性相談員が
対応します。

母子父子自立支援相談
原則 第１水曜日

経済問題、就労、進学、各種手続
き等に関するひとり親家庭のお
母さん、お父さんのための相談
を受けています。女性の母子父
子自立支援員が対応します。

高齢者・障がい者の弁護士相談
原則 第４水曜日

ご高齢の方、障がいをお持ちの方やそのご家族
が安心して暮らしていくために、弁護士が身近な
　　　　心配ごとの相談に対応します。

■応募方法　　履歴書、資格証明書を提出してください。随時面接します。
　　　　　　　その他詳細については、本会ホームページ「職員採用情報」をご覧いただくか、
　　　　　　　下記までお問合せください。
■問合せ先　　大口町社会福祉協議会　事務局（担当：丹羽）
　　　　　　　TEL 0587-94-0060　FAX 0587-95-0059
　　　　　　　ホームページ http：//www.oguchi-shakyo.or.jp

大口町社会福祉協議会  非常勤職員募集
募集職種 採用人数 資格要件、勤務条件等

福祉一般事務
事務局職員

■年　　　齢　　20歳以上55歳以下（キャリア形成のため）
■資　格　等　　・社会福祉士又は社会福祉主事を有する方
　　　　　　　　・普通自動車免許（AT限定可）を取得している方
■賃　金　等　　時給1,100円～1,370円
　　　　　　　　健康保険、厚生年金保険、雇用保険は法律の定めにより適用
■勤務日及び時間　　週3日以上　※勤務日及び勤務時間は相談に応じます

１名

訪問介護員
（ホームヘルパー）

■年　　　齢　　不問
■資　格　等　　・介護福祉士、ホームヘルパー2級、介護初任者研修修了者
　　　　　　　　　（見込みも可）
　　　　　　　　・普通自動車免許（ＡＴ限定可）を取得している方
■賃　金　等　　在職年数により優遇　※詳しくはお問合せください
■勤務日及び時間　　週1日以上　※勤務日及び勤務時間は相談に応じます

若干名
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初級点訳講習会
（平成2年）

点字プリンターを用いた活動
（平成19年）

点字投票に関する選挙協力
（平成29年）

町内小学校での点字教室
（平成30年）

町内企業での出前講座
（平成18年）

当事者との交流
（平成2年）

　設立から今年で34年を迎える点訳フレンド。
　長きにわたり、視覚障がいをもつ方への情報
伝達支援として、広報や配布物を点字にしてお
伝えする活動をしています。
　また、町内の小学校で実施されている福祉実
践教室の点字教室では、福祉実践教室が始まっ
た平成2年より講師のサポートをつとめ、子ども
たちの福祉教育にも尽力されています。
　こうした活動実績が評価され、このたび愛知
県のボランティア活動功労者表彰（県知事表彰）
を受賞しました。

　昭和・平成・令和の三つの時代を超え、ボランティアの先駆けとして、視覚障がいをもつ方への支援
をしてきた点訳フレンド。
　今回、会員さんから設立に至るまでのお話や、34年の歴史を振り返っての団体の想いをお聞きし、
ボランティアを続ける上での信念は、時代を経ても変わらないものだと強く実感しました。 ＜社協職員＞

　私たちが活動を始めたのは、まだ『ボランティア』という言葉自体が世間に浸透していなかった頃でした。
　当時は点訳に限らず、視覚障がいをお持ちの方に対するお手伝いとして、とにかくいろんなことをやってきまし
た。いま考えれば「こんなことまで！？」と思いますが…（笑）
　今回の受賞が、これまでの活動を振り返るきっかけとなり、感慨深いものとなりました。 ＜点訳フレンド＞

活動のあゆみ

これまでの活動を振り返って—

点訳フレンド

令和２年度
ボランティア活動功労者表彰受賞
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